
あ
る
。

具
体
的
な
内
容
を
み
る
と

１
，
年
金

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
期

間
を
延
長
す
る
か
ど
う
か
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

原
則
は
、

歳
か
ら

歳
に
な

20

60

る
ま
で
の

年
間
と
な
っ
て
い

40

る
が
、
こ
れ
を

歳
に
な
る
ま

65

で

年
延
長
す
る
か
ど
う
か
が

5
焦
点
で
あ
る
。

２
．
介
護

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時

の
負
担
割
合
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
る
。

介
護
の
費
用
負
担
は
原
則

割
1

で
あ
る
が
、
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
人
は

割
、
現
役
並
み

2

の
人
は

割
と
な
っ
て
い
る
。

3

こ
の

割
と

割
負
担
の
人
を

2

3

拡
大
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

３
．
医
療月

か
ら
病
院
の
窓
口
で
支
払

10う
医
療
費
の
負
担
割
合
は
、
75

歳
以
上
の
一
部
の
人
で
、
従
来

の

割
か
ら

割
に
引
き
上
げ

1

2

ら
れ
た
。

ま
た
、
自
営
業
者
や
非
正
規
労

働
者
な
ど
が
加
入
す
る
国
民
健

康
保
険
。
そ
の
保
険
料
の
上
限

の
額
を
年
間
で

万
円
引
き
上

2

げ
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

（
参
考
資
料

時
論
公
論
等
）

N
H
K

★
ふ
れ
あ
い
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会
結
果

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
主
催

に
よ
る
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
が

月

日
（
火
）
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

11

15

ー
体
育
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
男
女

名
が
参
加

24

し
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス
に
よ
り
、
予

選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
戦
い
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

優

勝

梅
澤
敏
行

及
川
タ
キ

準
優
勝

熊
谷
政
芳

藤
畑
富
子

第
三
位

小
松
三
男

細
川
惠
子

★
男
の
料
理
教
室

末
崎
地
区
助
け
合
い
協
議
会
は

月

日
（
月
）
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

11

7

ー
に
お
い
て
、
高
齢
男
性
が
一
人
に

な
っ
て
も
自
ら
食
事
の
準
備
が
で
き

る
よ
う
に
と
、
「
男
の
料
理
教
室
」

を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
末
崎
食
生
活
改
善
推
進

員
の
方
々

名
の
講
師
に
よ
り
男
性

5

名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

5
普
段
は
台
所
に
立
つ
機
会
が
あ
ま

り
な
い
男
性
陣
で
す
が
、
こ
の
日
ば

か
り
は
、
真
剣
に
「
レ
シ
ピ
」
を
見

な
が
ら
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
お

り
ま
し
た
。
奥
様
方
の
苦
労
が
わ
か

っ
た

日
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

1

年
金
や
介
護
、
医
療
な
ど
の
社
会

保
障
制
度
で
負
担
の
引
き
上
げ
を
検

討
す
る
国
の
議
論
が
加
速
し
て
い

る
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

高
齢
者
の
負
担
の
見
直
し
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
今
後
、
社
会
保
障
の
財
政

が
急
激
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

令
和

年
に
は
、
昭
和

年
か
ら

7

22

年
の
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生

24ま
れ
た
「
団
塊
の
世
代
」
（
約

万
800

人
）
が
全
員

歳
以
上
に
な
り
、
後

75

期
高
齢
者
（

歳
以
上
）
人
口
は
、

75

約

2,180

万
人
に
も
達
す
る
。

～
4

人
に

人
が
後
期
高
齢
者
に
な

5

1

り
、
日
本
は
超
高
齢
化
社
会
に
突
入

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
生
ま
れ
た
子
供
の
数
・
出
生

数
は
、
昨
年

万
人
余
り
で
、
従
来

81

の
予
測
（
平
成

年
に
実
施
し
た
推

29

計
で
は

万

千
人
）
を
大
き
く
下

86

9

回
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
将
来
、
社

会
保
障
を
支
え
る
現
役
世
代
（
労
働

人
口
）
が
想
定
以
上
に
減
り
続
け
る

可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
は

制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
高
齢

者
の
負
担
を
可
能
な
範
囲
で
増
や

せ
な
い
か
、
検
討
し
て
い
る
の
で

 

獅子を崇める思想は、メソポタミアやエジプトのスフィ
ンクスに始まり、これがシルクロードを通って中国では百
戯・舞楽・散楽等と変化し、日本に入って伎楽・神楽・獅
子舞・権現舞・虎舞になったと考えています。

6 舞楽の獅子舞は現在でも天台寺にある
獅子舞・権現舞・虎舞の起源は、前記の伎楽・舞楽・散

楽のどれなのかを特定することは困難です。特に民間社会
一般に普及する頃には、これらが融合して伝わった可能性
も高いと思われます。
現在残っている郷土芸能の中でも、伎楽・舞楽・散楽の

様式が現在まで変わらずに伝わっているものもありますが
、元の様式がそっくりそのまま伝わるのでなく、途中で

改良したり、間違って伝わったり、他の様式と融合したり、
あるいは意識的に元の様式を変更したり等、一つの様式か
ら伝わったものが、数が増えるにしたがって様変わりして
いったものと思われます。
現在は伎楽・散楽の名で演じられている獅子舞は少ない

のではないかと思われますが、舞楽として現在でも残って
いるものもあります。
私が最近見る機会があったのは、瀬戸内寂聴さんの講話

で有名な、岩手県浄法寺町の天台寺の法会で演じられてい
ました。
舞楽以外の獅子舞は、神楽に引き継がれ、全国各地で演じ
られています。（紀））

獅子舞・権現様・虎舞について

現在でも天台寺に伝わっている舞楽獅子舞

社
会
保
障
制
度
と

負

担

増

★
門
松
づ
く
り

日

時

月

日
（
日
）

時

12

18

10

受

付

作
業
タ
イ
ム

時

分
～

時

10

15

12

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

主

催

末
崎
地
区
公
民
館

主

管

ど
こ
竹
＠
武
蔵
野
三
鷹

末
崎
グ
ル
ー
プ

代
表

村
上
正
吉

申
込
先

末
崎
地
区
公
民
館

(

ー

)

29

2
9
5
5

申
込
期
限

月

日
（
土
）

12

10

参

加

料

材
料
代
と
し
て

個

円

1

5
0
0

※

従

来

は
ミ

ニ

門

松

づ

く

り
で

し

た

が

、

今

年

度

は

竹
の

高

さ

約

㎝
位

、

竹

の

一

本
の

40

太

さ

㎝

位

の

大

き

な
門

松

5

と
な
り
ま
す
。

★
末
崎
地
区
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

「
長
寿
大
学
」
修
了

大
船
渡
市
立
中
央
公
民
館
（
飯

田

秀

館

長

）

は

本
年

度

も

「

生

き

が
い

セ

ミ

ナ

ー

」

を

市
内

11

地

区

で

地

区

公

民
館

、

老

人

ク

ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
開
講
。

末

崎

地

区

で

は

、

月

日

6

22

に

第
１

回

が

開

催

さ

れ

第
４

回

の

月

日

で

全

回

講

座

が

11

10

4

終

了
致

し

ま

し

た

。

参

加
延

べ

人

数

は

名

で

、
そ

の

中

で

103

16

名

の
方

々

が

全

講

座

に

出
席

し

皆
勤
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

★
ボ
ッ
チ
ャ
練
習
の
ご
案
内

末

崎

地

区

公

民

館

主

催

に

よ

る

ボ

ッ

チ

ャ

の

練

習

を

左

記

の

通

り

行

い

ま

す

の

で

、

皆

さ

ん

の

ご

参

加

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま
す
。

練

習

日

月

日

か

ら

毎

週

12

2

金
曜
日

時

間

午
前

時
～

時

10

12

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

参
加
資
格

末
崎
町
民

参
加
料

無
料

★
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

の
ご
案
内

あ
な
た
も
卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

し
ま
せ
ん
か

初
心
者
が
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

年
通
し
て
、
毎
週
火
曜
日
午
前

～

1

10

時
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

12参
加
料

無
料

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

体
育
室

参
加
資
格

末
崎
町
民

主

催

末
崎
地
区
公
民
館

（

ー

）

29

2
9
5
5

共

催

末
崎
体
育
協
会

世
話
人

田
畑
基
雄
氏

（

ー

）

29

2
3
2
3

そ

の
他

参
加
し
た
い
方
は
予
約

等
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で

練
習
日
に
運
動
靴
を
持

っ
て
来
館
し
て
下
さ
い
。

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/
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